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「保育実践力評価スタンダード」

観点 段階 段 階 １ 段 階 ２ 段 階 ３

Ａ．保育計画力

１．幼児との信頼関係 子どもにネガティブな感情を 子どもと自然な形でかかわる 子どもが積極的にかかわりたい

の構築 抱かせない関係でいられる。 ことができる。 と思える存在でいられる。

２．幼児の理解 子どもの行動に対して興味・ 子どもの行動から，その子ど 保育者とのかかわり方との関係

関心を持って見ようとする姿 もの内面を推し量り，それを で，子どもの行動や心の動きを

勢がある。 踏まえてかかわろうとする姿 理解しようとする姿勢がある。

勢がある。

３．ねらいや内容の設 保育のねらいを子どもの興味 保育のねらいを子どもの生活 保育のねらいを子どもの生活の

定 や関心の観点から捉えて設定 や遊びのへの取り組み方の変 実態を把握し，幼児の生活全体

している。 化，教師や友だちとの人間関 として連続性をもって展開され

係の変化，自然や季節の変化 ることを配慮して設定されてい

など，生活の実態を把握した る。

上で設定している。

４．環境の構成 子どもが展開する具体的な活 子どもの発達，興味や関心の 子どもが発達に必要な経験をす

動に最低限必要な環境を構成 対象，意欲の程度，気分の状 ることができ，望ましい発達を

している。 態，これまでの経験などを考 実現させることができる環境を

慮して，子どもが主体的にか 構成している。

かわれる環境を構成している。

５．指導計画

１）指導計画作成 子どもの興味や関心に沿った 家庭や地域の子どもの生活経 地域の自然環境や近隣の人々と

計画を設定しようとしている。 験や発達の姿を捉えて，子ど の触れ合いの機会，行事などを

もに必要な経験を配慮した計 よく知り，地域や家庭との連携

画を設定しようとしている。 を深める機会を位置づけながら

計画を設定しようとしている。

２）保育指導案の作成 保育指導案の一般的な形式項 幼児の姿，ねらい，内容，環 記述内容に，保育者独自の創意，

目を理解し，記述することが 境の構成，予想される子ども 工夫がみられる。

できる。 の活動，保育者の援助，を区

分して記述することができる。

３）保育評価 自らの保育に対して，良かっ 自らの保育に対して，保育者 自らの保育に対する反省・評価

た点，良くなかった点を明確 としてのかかわり方は適切で をもとにして，今後の自らの保

に指摘することができる。 あったか，環境の構成はふさ 育を具体的に改善していこうと

わしいものであったか，あら する努力がみられる。

かじめ設定した指導の具体的

なねらいや内容は妥当なもの

であったか，といった具体的

な観点から反省評価できる。

Ｂ．保育展開力

１．話し方

１）発声 ・適切な声の大きさで話してい ・話す内容に応じて適切な速さ ・緩急・強弱等の抑揚をつけて話

る。 で話している。 している。

・明瞭な発音で話している。 ・無理のない発声で話している。 ・全体へのことばがけと個へのこ

とばがけが適切に使い分けられ

ている。
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観点 段階 段 階 １ 段 階 ２ 段 階 ３

２）話法

① 説明 子どもにわかりやすいことば ・具体例が適切に用いられてい ・話だしで子どもの興味をひく工

づかいをしている。 る。 夫がなされている。

・子どもに主旨がわかりやすい ・目的や意味を明確にしながら，

ように，結論を先に出して後 説明手順が工夫されている。

で説明する方法などが適宜と

られている。

② 助言 ・助言の必要性を子どもの遊び ・子どもの動きや願いを具体的 ・子どもの実態をふまえ，子ども

場面の中で判断し実行してい に示唆している。 にとって実行可能な適切な助言

る。 ・個への助言とクラス全体への になっている。

・子どもに対して簡潔ではげま 助言が区別され実践されてい ・子どもの成長や学びの深まりに

す言葉使いになっている。 る。 ついて長期的な展望を持ち助言

の方法を変えている。

③ 読み聞かせ 声が明瞭で速さが適切である。 声の感情が工夫され，抑揚が 子どもの反応を適切に捉えて，

適切につけられている。 主題やストーリー展開に応じて，

抑揚や間に変化を与えている。

④ 描写（例話） 例話などのお話が，適切な場 適切な話題を取り上げ，子ど 保育内容や保育目標との関わり

面でなされている。 もが場面を的確に思い浮かべ で，多様な例話を用意し，保育

ることができるような具体的 過程の中に筋道立てて位置づけ，

な話を展開している。 実践している。

⑤ 発問 発問としてはっきりわかるよ 発問の意味がはっきりしてい 確かめる問いと考えさせる問い

うに話している。 て，答え方がわかりやすい問 を区別し構成している。

いになっている。

⑥ 指示 指示の内容がわかるものであ 指示の具体的手順・方法がわ 子どもの自主性を引き出すよう

る。 かりやすく，実際にやってみ な指示ができている。

せられる。

⑦ 司会 ・話し合いに展開させる有意味 ・議論のすれ違いや対立点を明 ・子どもから色々な意見が出るよ

な問いかけがなされている。 確にしている。 うに促している。

・すべての子どもが視野に入っ ・子ども全体に目配りをして， ・子どもの表情や，それまでの発

ている。 多くの子どもが参加できるよ 言の流れを受けて指名している。

・子どもの発言に傾聴している。 うにしている。 ・子どもの発言をまとめ，活かし

・子どもの発言を整理しまとめ ながら話し合いの流れをつくっ

ている。 ている。

⑧ 応答 あいづち，うなずきなどを伴 子どもの発言の意図や真意を 子どもの発言の問題点を捉えて

って，子どもの発言を受けと 捉えるために，適切な言い換 適切に切り返しやゆさぶりを行

めている。 えやゆさぶりを行っている。 うとともに，はげましや賞賛な

どの評価を実行している。

３）態度

① 身振り手振り 言語によらないコミュニケー 必要に応じて，身振り手振り 子どもの反応を適切に捉えて効

ションの大切さを理解し，身 を交えたことばがけをしてい 果的な身振り手振りを工夫して

振り手振りを交えてのことば る。 いる。

がけが大切であることに気づ

いている。

② 視線 視線が子どもへきちんと向い 個への視線と子ども全体への 子どもの視線や表情を受けとめ，

ている。 視線がバランスよくゆきとど 適切に反応を返している。

いている。
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観点 段階 段 階 １ 段 階 ２ 段 階 ３

③ 表情 明るく自然な表情である。 子どもの表情に反応して，自 子どもの活動場面によって，自

己の表情に変化をつけること 己の表情に変化をつけることが

ができる。 できる。

４）適合性

① 語彙 易しいことば使いである。 子どもの発達段階や理解度を 子どもの語彙力をわずかにこえ

ふまえてことばが選択された ることば使いのレベルをつかみ，

り，言い換えが行われている。 子どもの語彙の向上や理解力の

高揚に努めている。

② 表現者として 保育の中で表現者としてふる 子どもの発達段階や理解度を 保育場面や題材の特性に応じて，

まう自覚がある。 つかみ，表現者としてふるま 表現力豊かに保育を展開できる。

うことができる。

２．接し方

１）保育場面での教師 子どもへのかかわりにおける 子どもへのかかわりとして適 一定の立ち位置に固執せず，状

の位置どり 立ち位置の大切さに気づいて 切な立ち位置をとろうと努力 況に応じて立ち位置を工夫して

いる。 している。 いる。

２）子どもの発言への 子どもの発言に対して，注意 受容的・共感的な態度をもっ 個々の子どもの発言に対して即

対応 を払うことができる。 て子どもの発言を受けとめて 座に価値判断せず，子どもがで

いる。 きるだけ主体的に考えられるよ

うに援助する。

３）突発事故への対応 子どもの予想外の反応，行動 子どもの予想外の反応，行動 子どもの不安，動揺を収め，安

等，突発事故に対して，冷静 等，突発事故に対して冷静か 全な雰囲気づくりへの対処を行

さを保つことができる。 つ適切に対処することができ っていける。

る。

３．子どもへの評価活 子どもの活動から，行動面， 子どもの活動を関心・意欲・ 保育のねらい，保育計画，保育

動 心理面でどのような変化が見 態度，思考・判断，技能・表 を通して展開された子どもの活

られたかを評価しようとして 現，知識・理解といった様々 動の実際とを対応させた観点に

いる。 な観点から評価している。 従って評価している。また，子

どもの自己評価活動を支援して

いる。

C．保育評価力

自己の保育観，保育目 保育を通して展開された子ど 保育のねらいと子どもの学び 保育のねらいと子どもの学びに

標，保育構成，指導法 もの活動によって，どのよう にかかわる活動の実際に照ら かかわる活動の実際に照らして，

の対象化と保育評価 な子どもの成長がみられたか， して，ねらいが達成されたか ねらいが達成されたか否かにつ

学びの深まりがあったのかに 否かについて評価できる。 いて評価できるとともに，その

ついて評価できる。 評価を踏まえて，具体的な改善

点を指摘できる。


